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2050  2030  2017 技術課題 
大目標 

具体的 
技術目標 

理論 
目標 

扱っている技術テーマ：  ①「安心」「安全」を意識したVR技術 / ②クルマのつながる技術のセキュリティ /   
                          ③つながる技術 / ④HMI / ⑤ディープラーニング /  ⑥認識技術 / ⑦クラウドと連携した新規サービス 

Safety 

 ドライバー状況対
応情報提供  ユーザー意図・状態推定 

情報出力 

利便性の高い安全, 安心の情報提供 

ARデバイス ホログラム式デバイス 
AR拡張MR(Mixed Reality）デバイス 大型ディスプレイ 

・発話：音声認識技術 
・生体：生体計測技術 
・行動：画像認識技術 
・深層学習活用 

状態・感情推定 状態予測・意図推定 
発話・生体・行動（ 内的要因）、 
道路状態・周辺環境（外的要因）の 
データフュージョン 

セキュリティの確保 

高度な通信保護 

GPS非依存の測位： 重力加速度の分布を用いた測位技術 

• 量子通信 
• 量子計算を中心とした 

新アルゴリズムの開発 

Gravity Mapping: 
地図作成への適用 

Gravity Navigation: 
産業用／輸送用移動体向け 
ナビへの適用 

Consumer 
Gravity Navigation:  
一般消費者向け 
車載ナビへの適用 

 個人認証 
脈拍認証 脳波認証 DNA認証 光彩認証 

個人に応じた利便提供 低負担で確実な認証 成りすまし不可能な認証 

音声対話エージェント 

• PSIRT/CSIRTの運用 
• セキュリティ開発プロセス普及 

(ISO26262+J3061) 
• セキュリティパッチのOTA配布 

車輌への迅速な対策展開 車外からの脅威への対応 

GPS信号に対する妨害波、 
欺瞞などの脅威への対応 

顔認証 

技術ロードマップ 



2050  2030  2017 技術課題 
大目標 

具体的 
技術目標 

理論 
目標 

環境に対応した ク
ルマの流れを実現  プローブ利用 

エコ運転をサポート
する情報提供  

地図情報を用いたパワートレイ
ン・充放電制御 

低燃費 

運転分析・省燃費運転アドバイ
ス 

交通渋滞予測 交通流 群制御  

CANデータ 

車両挙動の 
スムーズ度 

前方カメラ 

信号、一時停止、 
標識の順守度 

車内カメラ 
周囲確認行動 

路車間通信 

一部交差点 
グリーン・ウェーブ （無停止走行支援サービス） 

ビッグデータ 
経済速度の推定 

人工知能 
交通流を乱さない速度制御 

3次元地図 総延長約3万km 

勾配回避（EV） 

3次元地図 総延長約35万km 

隊列走行 車群最適制御 

準静的情報 
（工事情報等） 

準動的情報 
（渋滞、規制情報等） 

動的情報 
（車両周辺情報等） 

勾配・交通情報を考慮した最適制御 勾配考慮制御 

快適性  その時必要な情報
を高鮮度で提供 

モバイル通信技術 5G通信 (20Gbps)、V2X 
車載通信機の普及 

6G通信 緊急自動通報 
義務化開始 

放送技術 

演算・情報処理デバイス 
ディープラーニング  話者分離 

5G通信対応クラウドコンピューテイング 
量子コンピューテイング 

車室内画像入力サービス 
複数乗員との 
同時対話サービス 仮想情報空間移動サービス(*) 

ﾊｲﾚｿﾞ放送 4k車載搭載 立体映像放送 
高精細映像技術       大容量伝送技術   立体映像技術 

8k車載搭載 

(*) 例： 移動先で、その地点にまつわる情報（自身や親族の過去のできごと、歴史上の記録など）を自動的に提示する 

要素技術と提供機能（できること）双方のロードマップが考えられるが、マルチメディア部門委員会で扱う技術領域は技術の進化ととも
に提供機能自体が大きく変わることが特徴であるため、提供機能に関しての進化を中心に記載  

補足説明： 
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